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1877年 Ehrlichによって 命名された Metac-








































膜組織の Insulinの証 明 を 行いこの 反 応 が
toluidineblueや methyleneblue等の他の色
素では得 られず, pseudoisocyanine に依って
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表 Ⅰ 実験に使用した Cyanine色素
(数字は色素番号を示し,大文字は虹波番号,その他は NK番号である)
chinoline thiazol pyridineIoxazollselenazol

















186.191 千三日 F lli?.28



















を持つ 4色素のうち NK77及び NK1071に反
応を認めた｡NK77は最も著明であって,気管









較的遅 く迄色調が残る｡ NK14,NK251 も比較
的光線の影響を受け易 く,数時間乃至数十時間
で槌色 した｡ NK3は Illuminol-R であり, そ




整 して染色 した場合には metachromasia の色
調は赤味紫となり他は一般に薄い青色に染色さ
れた｡
左右の hetero環に夫々 thiazolと Chinoline
との異 った核を持つ NK140と NK321 は共に
著明な反応を示 した｡色素溶液の色調はいづれ
昭和38.9




実 験 例 数 1 2例
trimethine 1peniae'thin｡1tit｡1e｡usら styryl 1hecmyli-nine
22例 L IO例 t 41例 1 22例 1 15例








を持つ NK1235及び thiazolを持つ NK193が





















に於けると同様樟色に著明な色調の 変 化 を 示









Pentamethinegroupでは NK193が 最 も著




















この 関係を Beckmann分光光電比色計 を用










図 1 NK77溶 液 の 透 過 率 曲 線
500 600






















図 3 NK3溶 液 の 透 過 率 曲 線
700m/A
380400 500 600 700
図 4 虹 波 77溶 液 の 透 過 率 曲 線
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考 接
1.metachromasiaを示 した Cyanine 色
素の化学構造上の特徴について












長側に移 り, 又炭素数の同 じものでは hetero
環が chinolineであるものが最も深色を示す｡
例えば trimethineでは chinocyanine が殆ん
ど青色であり thiocyanineが紅色 で あ る が,
pentamethineでは thiocyanineが青色である0
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E●hemicyanine 貧ACH-Nく>N(CH3)2RX
A I R
(NK77と NK193を比較すれば明 らか で あ






のであろうと述べている｡然し著者 の実 験 で
は,図 Ⅰ,Ⅲに示したように NK77では 吸収
極大の移動は 510mp から470mpに,NK107/































色素分子の di-,polymerisation の 仮 説 は,
H.L.Booij(1949)8)によって coloid 化 学 的
な観点から Associationhypothesisと して 進
められたが,Sheibeと Zanker(1958)9)の行っ
た物理化学的な検討に よって Association と
Polymerisationが相互に関連することが証明さ
れている｡
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